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自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
、
周

囲
か
ら
そ
の
意
思
を
尊
重
さ
れ
る
こ

と
、
つ
ま
り
尊
厳
を
も
ち
人
生
を
過

ご
す
こ
と
は
、
介
護
の
必
要
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
家
族
や
親
族
な

ど
が
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す
る

「
高
齢
者
虐
待
」が
社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
の
自
覚
が
な
く
て
も
…

　「
高
齢
者
虐
待
」
は
、
暴
力
的
な
行

為
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暴
言
や

無
視
、
性
的
な
い
や
が
ら
せ
や
わ
い

せ
つ
行
為
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
せ
な
い
、
世
話
を
し
な
い
、

勝
手
に
年
金
等
を
使
う
な
ど
の
行
為

も
含
み
ま
す
。
ま
た
、
施
設
な
ど
で

の
安
易
な
「
身
体
拘
束
」
も
虐
待
に

な
り
ま
す
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
介
護
す
る
方
・

さ
れ
る
方
と
そ
の
家
族
の
人
間
関
係
、

重
い
介
護
負
担
、
認
知
症
介
護
の
困

難
さ
、
経
済
的
困
窮
な
ど
の
問
題
が

絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
の
た
め
に
な
る
と
思

っ
て
し
て
い
る
こ
と
が
虐
待
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
介
護
す
る
方
が
抱
え
る
問
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
、

虐
待
防
止
や
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら

ご
相
談
を

　「
も
し
か
し
た
ら
虐
待
か
な
？
」と

気
に
な
っ
た
り
、
介
護
に
行
き
詰
ま

り
を
感
じ
た
り
し
た
と
き
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
特
に
、
虐
待
で
高
齢

者
の
生
命
や
身
体
に
危
険
が
あ
る
場

合
は
、
通
報
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
通
報
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る

高
齢
者
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
虐
待

を
行
っ
て
い
る
人
を
救
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
通
報
者
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

﹇
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
連
絡
先
﹈地

域
ケ
ア
推
進
課
権
利
擁
護
係
（
区
役

所
₃
階
₇
番
）・
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

介
護
す
る
方
を
支
援
し
て

虐
待
防
止
へ

　
介
護
を
し
て
い
る
と
地
域
か
ら
孤

立
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に

介
護
の
大
切
さ
が
わ
か
る
人
や
、
相

談
で
き
る
関
係
が
あ
る
こ
と
で
気
持

ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ひ

と
声
が
、
虐
待
の
抑
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
高
齢

者
虐
待
を
防
ぎ
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問▢
地
域
ケ
ア
推
進
課
権
利
擁
護
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
3
2
4

 

℻（
3
6
4
7
）3
1
6
5

　
区
議
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

議
会
活
動
を
よ
り
一
層
広
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
本
会
議
の
ほ
か
予
算

審
査
特
別
委
員
会
の
模
様
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
生
・
録
画
中
継
し
て
い

ま
す
。
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、
傍

聴
も
可
能
で
す
。

時▢
₃
月
₁
日
（
火
）
〜
₈
日
（
火
）

午
前
₁₀
時
〜
※
₅
日
（
土
）・
₆
日

（
日
）
は
除
く

人▢
傍
聴
定
員
₃₀
人
※
開
会
後
も
定

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
傍
聴
可
能

申▢
当
日
区
議
会
事
務
局
へ

問▢
区
議
会
事
務
局
議
事
係

 

☎（
3
6
4
7
）3
5
4
7

 

℻（
3
6
4
7
）0
4
3
0

　
放
課
後
の
空
き
教
室
等
を
利
用
し
、

安
全
で
安
心
な
、
児
童
の
自
主
的
な

遊
び
の
場
・
学
び
の
場
を
全
区
立
小

学
校
（
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
を

含
む
）
内
で
提
供
し
ま
す
。

﹇
利
用
時
間
﹈

学
校
授
業
日
：
放
課
後
〜
午
後
₅
時

学
校
休
業
日
：
午
前
₉
時
〜
午
後
₅

時※
₁₀
月
〜
₃
月
は
午
後
₄
時
半
ま
で

（
希
望
に
よ
り
午
後
₅
時
ま
で
）

人▢
実
施
校
に
在
籍
す
る
小
学
新
₁

〜
₆
年
生

※
区
立
小
学
校
以
外
に
在
籍
し
、
住

所
地
が
実
施
校
の
学
区
域
内
に
あ
る

新
₁
〜
₆
年
生
も
対
象
（
加
療
・
介

助
を
要
す
る
児
童
は
対
象
外
）

費▢
利
用
料
（
登
録
料
）：
年
5
0
0

円
、
保
険
料
：
年
5
0
0
円

申▢
₃
月
₁
日
（
火
）
か
ら
利
用
を

希
望
す
る
ク
ラ
ブ
の
窓
口
で
受
付

（
受
付
時
間
：
午
前
₁₀
時
半
〜
午
後

₅
時
）

※
₄
月
当
初（
₁
日
〜
入
学
式
当
日
）

か
ら
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
₃

月
₂₄
日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
₁
年
生
の
₄

月
当
初
利
用
は
、
保
護
者
が
就
労
等

の
理
由
に
よ
り
在
宅
し
て
い
な
い
世

帯
の
み
が
対
象
で
す
。

※
Ｂ
登
録
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹇
募
集
案
内
（
申
込
書
）
配
付
場
所
﹈

　
各
ク
ラ
ブ
、
地
域
教
育
課
（
区
役

所
₆
階
₁₀
番
）。
募
集
案
内
と
申
込

書
類
は
、
一
部
を
除
き
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
の

申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

問▢
地
域
教
育
課
放
課
後
支
援
係

 

☎（
3
6
4
7
）9
3
0
8

 

℻（
3
6
4
7
）9
2
7
4

　
令
和
₃
年
度
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
対
象
者
に
お
送
り
し
た

予
防
接
種
予
診
票
の
有
効
期
限
は
₃

月
₃₁
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　
対
象
者
は
令
和
₄
年
₃
月
₃₁
日
現

在
₆₅
、
₇₀
、
₇₅
、
₈₀
、
₈₅
、
₉₀
、
₉₅
、

お
よ
び
1
0
0
歳
の
方
で
、
過
去
に

一
度
も
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方
で

す
。
予
診
票
に
「
4
、0
0
0
円
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
方
は
、
自
己
負
担

額
1
、5
0
0
円
で
接
種
で
き
ま
す

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
お
よ

び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
を
受

け
て
い
る
方
は
免
除
）。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
予
診
票
は
使

え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問▢
保
健
所
保
健
予
防
課
感
染
症
対

策
係 

☎（
3
6
4
7
）7
3
2
1

 

℻（
3
6
4
7
）7
0
6
8

　
特
別
永
住
者
や
特
別
永
住
者
か
ら

帰
化
し
た
方
等
で
、
国
民
年
金
の
制

度
上
、
老
齢
基
礎
年
金
等
の
公
的
年

金
を
受
給
で
き
な
い
高
齢
者
、
ま
た

は
重
度
の
障
害
が
あ
り
障
害
基
礎
年

金
等
を
受
給
で
き
な
い
方
に
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

人▢
区
内
で
住
民
登
録
を
行
っ
た
日

か
ら
引
き
続
き
₂
年
以
上
区
内
に
居

住
し
て
い
る
特
別
永
住
者
の
方
等
で
、

次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
大
正
₁₅
年
（
1
9
2
6
年
）
₄
月

₁
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
公
的
年

金
の
受
給
資
格
が
な
い
方

②
昭
和
₅₇
年
（
1
9
8
2
年
）
₁
月

₁
日
前
に
₂₀
歳
に
達
し
、
同
日
前
の

病
気
や
怪
我
等
が
原
因
で
重
度
心
身

障
害
者
と
な
っ
た
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
₁
級
・
₂
級
、
愛
の
手
帳
（
療

育
手
帳
）
₁
度
・
₂
度
、
ま
た
は
精

神
保
健
福
祉
手
帳
₁
級
・
₂
級
）
で

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が
な
い

方※
生
活
保
護
受
給
者
や
公
的
年
金
受

給
者
、
本
人
と
本
人
を
扶
養
し
て
い

る
家
族
の
所
得
が
基
準
額
を
超
え
て

い
る
方
等
は
除
き
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
月
額
支
給
額
﹈

①
に
該
当
す
る
方
1
5
、0
0
0
円

②
に
該
当
す
る
方
3
0
、0
0
0
円

問▢
医
療
保
険
課
庶
務
係

 

☎（
3
6
4
7
）3
1
6
6

 

℻（
3
6
4
7
）8
4
4
3

　
区
で
は
、
歩
き
た
ば
こ
や
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
の
な
い
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
駅
周
辺
で
ま
ち

の
美
化
を
啓
発
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

す
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
行
動
に
移

す
こ
と
が
ま
ち
の
人
々
の
意
識
を
変

え
、
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

﹇
活
動
内
容
﹈

○ 

駅
周
辺
で
実
施
す
る
各
種
美
化
啓

発
活
動
へ
の
参
加
（
平
日
通
勤
時

間
帯
ま
た
は
昼
・
夕
方
の
時
間
帯

に
年
間
₂₀
回
程
度
を
予
定
）

○ 

こ
ど
も
ま
つ
り
、
区
民
ま
つ
り
等

へ
の
参
加
（
ブ
ー
ス
の
出
展
等
）

※
す
べ
て
に
参
加
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん

﹇
活
動
期
間
﹈₄
月
₁
日
（
金
）
〜
令

和
₅
年
₃
月
₃₁
日
（
金
）

人▢
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

₃₀
人
程
度
（
抽
選
）

締▢
₃
月
₂
日
（
水
）

申▢
環
境
保
全
課
環
境
美
化
係
（
区

役
所
隣
防
災
セ
ン
タ
ー
₆
階
₅
番
）

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

 

☎（
3
6
4
7
）9
3
7
3

 

℻（
5
6
1
7
）5
7
3
7


